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1 ．はじめに

　2020年2月17日（月）から3月16日（月）の
日程で、中京大学（以下「本学」とする）の教
員1名、学部生3名、大学院生1名の計5名が、
アルゼンチン共和国（以下「アルゼンチン」と
する）で柔道の指導を行った。これは、独立行
政法人国際協力機構（以下「JICA」とする）と
本学が連携し、学生や卒業生、教職員を JICA

ボランティアとして派遣する事業のもとで実施
されたものである。この事業は2017年度から
始まり、本学の関係者がアルゼンチンで柔道を
指導するのは3回目となるが、2019年度の活動
をもって一旦終了する。本稿では、JICAボラン
ティアの概要を示しながら、2019年度の活動を
中心に報告する。

2 ．JICAボランティアの概要

　JICAと本学は「大学の知見・人材を有効に
活用することにより、アルゼンチンにおける柔
道技能の向上を図るとともに、大学の国際協力
分野における人材育成に資すること」を目的と
して、この事業に関する覚書を締結した。連携
期間は2017年6月から2020年5月の3年間であ
り、学生や卒業生、教職員が日系青年海外協力

隊／日系海外協力隊（短期派遣）として、ブエ
ノスアイレス市にある在亜沖縄県人連合会（以
下「COA」とする）に派遣される。
　配属先であるCOAは、沖縄県出身者からなる
会員の相互理解、親睦を深めること並びに会員
の福祉の増進を目的として1951年に設立された
日系の組織であり、約2000人の会員が在籍して
いる。アルゼンチンにおける日系社会の約8割
が沖縄県出身の日系人であることから、COAは
アルゼンチンの日系社会において中心的な役割
を担っているといえる。
　アルゼンチンの柔道は、1906年に緒方義雄が
アルゼンチン海軍の教官を務めた際に、助手の
渡邉孝徳と柔道を伝えたことで普及していく。
2000年以降になると、世界柔道選手権大会やオ
リンピック競技大会で優勝する選手を輩出する
までになった。第31回オリンピック競技大会
（2016／リオデジャネイロ）では、女子-48kg級
でパウラ・パレト選手が金メダルを獲得してい
る。一方、日系社会においてもCOAのような道
場が次々と開設されて有望な選手も育ち始めた
が、日本での柔道経験がない指導者による指導
には限界があるという考えから、日系指導者の
指導力向上および選手の競技力向上を目的とし
て、JICAにボランティアの要請がなされた。
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3 ．派遣隊員

　2019年度の JICAボランティアに派遣された
隊員は以下の5名である。
・ 三宅恵介（中京大学スポーツ科学部講師・五
段）
・ 早川太啓（中京大学大学院体育学研究科修士
課程1年・四段）

・ 片岡研人（中京大学スポーツ科学部4回生・
参段）
・ 岡本一樹（中京大学スポーツ科学部4回生・
弐段）
・ 竹盛稜生（中京大学スポーツ科学部4回生・
弐段）
　所属および段位はボランティア活動当時のも
のである。なお、三宅隊員は3回、早川隊員は2
回、それ以外の隊員は初めてアルゼンチンで柔
道指導を行った。

4 ．JICAボランティアの日程

　2019年度の JICAボランティアの日程を表1 
に示した。休日は2日のみで、それ以外は様々
な稽古先で柔道指導を行った。

5 ．JICAボランティアの内容

　柔道の指導は、配属先のCOAに限らず、総
合型のスポーツクラブやアルゼンチンの代表選
手が練習するCeNARDなど、ブエノスアイレス
市内やその近郊にある州や市を巡回する方法で
行った。表2から表11に稽古先の概要、図1か
ら図19にその様子を示した。
　柔道を指導した回数は全部で30回、10箇所
の稽古先を巡回し、述べ2400人に指導した。実
人数は正確に把握できていないが、1000人以上
に指導したと思われる。指導の対象は、子ども
からお年寄りと年齢の幅が広く、競技レベルも
様々であったが、日本と比べて40歳以上の人た
ちが多い印象を受けた。
　指導内容は、それぞれの競技レベルに合わ
せた投技や固技、組み手などの柔道の技術の
みならず、近年の国際大会における競技傾向、
ウォーミングアップやクーリングダウン、ト
レーニングの方法、日本の柔道の育成システム
など多岐にわたった。また、全ての稽古先で立
技や寝技の乱取を行い、実際にアルゼンチンの
人を投げたり抑えたりしてみせた。乱取とは試
合形式で行う練習方法1）のことであり、全力に
近い状態で攻防を展開する特徴があるが、全力

表 1　2019年度の JICA ボランティアの日程
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表 ２　COAについて

指導回数 7回

指導人数 述べ370人

概要 アルゼンチン日系社会の中心となる組織で
あるが、所属している指導者や選手は日系
人のみならず、様々な人たちが所属してい
おり、年齢層も幅広い。

環境 練習環境については前回に比べ大きく改善
された。前回までは地下の駐車場にマット
を敷き、その上で稽古を行っていたが、現
在は広間に畳を約60畳敷き、稽古を行って
いる。この畳は、日本の外務省による草の
根文化無償資金協力の一環でアルゼンチン
の首都圏柔道連盟に贈与されたもので、首
都圏柔道連盟からの長期貸出によるもので
ある。

特徴 子どもの人数が多いため、 5〜10歳の部と
11〜15歳の部、それ以上の年齢の部で分け
て稽古を行っている。柔道のみならず、相
撲や柔術を習っている選手が多く在籍して
いる。
アルゼンチンの代表選手も輩出しており、熱
心な指導者や選手が多く在籍している。

指導内容【子どもに対して】
固技の基本姿勢における下から相手を攻め
る場合2）（引き込んだ状態）での体の使い方
を楽しく習得するための頭タッチゲームな
どを行った後に投技のかかり練習（打ち込
み）の技術指導と乱取を行った。
【大人に対して】
投技のかかり練習（打ち込み）の崩し・作
り（体さばき）・掛けについて、移動打ち込
み3）、「腕緘」を伴う返し方などの技術指導
を行なった。また、丹田4) やウォーミング
アップに関する要望があったため、腹圧や
体幹トレーニング、ダイナミックストレッ
チ・スタティックストレッチについて講習
した。

表 3　�Club Atlético Banco Nación Argentina
（CABNA）について

指導回数 10回

指導人数 述べ520人

概要 総合型のスポーツクラブでバレーボールや
バスケットボールなどの様々な種目が行わ
れており、それらと同じ施設で柔道の稽古
も行われる。

環境 約70畳の畳が敷かれた柔道場で稽古してい
る。

特徴 幅広い年齢層の指導者や選手が在籍し、ア
ルゼンチン代表として国際大会で活躍する
選手やベテランズの世界チャンピオンも在
籍する。

指導内容【子どもに対して】
頭タッチゲームや抑込技の連絡・変化であ
る「世界一周」、寝姿勢における基本的動作
の技術指導を行った。
【大人の選手に対して】
国際大会の競技傾向を説明した上で、「腕
緘」を伴う返し方、立ち姿勢における相四
つおよびケンカ四つの組み手、投技のかか
り練習（打ち込み）について技術指導した。
【指導者に対して】
発育発達の観点から子どもの指導法につい
て説明した。

図 2　CABNAでの講義の様子

図 1　COAの子どもたちとの集合写真
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表 ４　Club Italiano について

指導回数 3回

指導人数 述べ200人

概要 CABNA と同様に総合型のスポーツクラブ
であり、イタリアからアルゼンチンに移住
してきた人が多く在籍している。

環境 COAと同様に日本から贈与された畳を首都
圏柔道連盟から長期の貸出をされ、マット
から畳へと練習環境が大きく変わり、約50
畳の畳で稽古を行っている。

特徴 年齢層も幅広いことに加えて、パラアスリー
トが 4名在籍している。そのうちの 1名の
選手は2016年のリオデジャネイロパラリン
ピックに出場しており、2021年に開催され
る予定である東京パラリンピックにも出場
予定である。

指導内容 国際大会の競技傾向を説明し、「隅落」、「腕
緘」を伴う返し方、寝姿勢における通称「酒
井返」や「高橋返」を技術指導した。
なお、パラリンピックにおける柔道競技は
視覚障害者が出場するが、選手がお互いに
組み合った状態から「はじめ」が宣告され、
二人が離れた際には試合開始位置で組み直
す5）特徴がある。そのため、柔道衣のずら
し方や握り方について技術指導した。

表 ５　�Centro Nacional de Alto Rendimiento 
Deportivo（CeNARD）について

指導回数 2回

指導人数 述べ60人

概要 アルゼンチンのナショナルトレーニングセ
ンターであり、柔道に限らず様々な競技に
おいて、アルゼンチン代表選手や将来有望
な選手が練習する施設である。地方からス
カウトされた選手も多く所属し、選手はこ
の施設で生活して、日々の稽古に励んだり、
学校へ通ったりしている。

環境 エアコンが設置された約100畳の畳が敷いて
ある場所で稽古している。

特徴 柔道の稽古は所属している選手だけではな
く、他のクラブに所属している選手も参加
することができる。目的は競技力の向上で
あり、高負荷の稽古を行っている。

指導内容 技術指導はなくCeNARDの稽古に参加し、
乱取の相手を務めた。
主に立技と寝技の乱取が行われ、移動打ち
込みや連絡技6）の反復練習も行われた。
アルゼンチンの柔道の競技レベルは、男子よ
りも女子が高く、パウラ・パレト選手は 2
リオデジャネイロオリンピック（2016）の
女子48kg 級金メダリストである。

図 3　Club Italiano の集合写真 図 4　CeNARDの集合写真
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表 ６　�Federación Santafesina de Judo（サンタ
フェ柔道連盟）について

指導回数 3回

指導人数 述べ285人

概要 ロサリオはブエノスアイレスから約350km
北西にあるサンタフェ州最大の都市である。
サンタフェ州全体のチームから人が集まり、
一度の指導で120人もの人が集まった。

環境 特別に総合型のスポーツクラブの施設を借
りて約50畳の畳を敷いて行った。

特徴 競技レベルが高くアルゼンチンのナショナ
ルで活躍する選手やベテランズの国際大会
で活躍する選手が参加していた。

指導内容【全体での稽古】
投技におけるかかり練習（打ち込み）の崩
し・作り（体さばき）・掛けの技術指導を行
なった後、立技の乱取を実施した。
【子どもを対象とした稽古】
柔道衣の着方、寝技の基本動作の技術指導
をし、立技の乱取を行った。
【指導者を対象とした講習会】
国際大会の競技傾向を説明し「隅落」と「腕
緘」を伴う返し方について技術指導した。
また、HIIT（High-intensity interval training）
の説明と実技を行った。実技では Polar 
OH1注1を用いてHIITを行い、心拍数の変動
を確認してもらった。
質疑応答の時間では、練習メニューの構成
や減量に関する質問があり、本学体育会柔
道部における練習メニューの構成や適切な
減量方法について説明した。

表 ７　�Club Estudiantes de La Plata（Estudiantes）
について

指導回数 1回

指導人数 約60人

概要 ブエノスアイレス市から南東に約50kmの場
所に位置するラ・プラタ市にあり、CABNA
などと同様に総合型のスポーツクラブであ
る。

環境 畳ではなくマットを約60枚敷き、その上で
稽古を行っている。

特徴 リオデジャネイロオリンピック柔道女子
48kg 級金メダリストのパウラ・パレト選手
を指導した指導者が指揮を執っている。

指導内容 投技のかかり練習（打ち込み）における崩
し・作りの技術指導を行った。また、国際大
会の競技傾向を説明し、「隅落」と「腕緘」
を伴う返し方について技術指導した後、立
技の乱取を行った。

図 5　サンタフェ柔道連盟での技術指導の様子

図 6　Estudiantes での技術指導の様子
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表 ８　�Escuela Municipal de Judo JIGORO KANO
（ラ・プラタ日本人会）について

指導回数 1回

指導人数 約40人

概要 ラ・プラタ日本語学校の維持会長が柔道を
指導しており、学校の体育館で稽古を行っ
た。ラ・プラタ日本語学校はラ・プラタに
散在していた日本語学校をJICAボランティ
アの協力を得て、1991年に設立した。ラ・
プラタ盆踊り大会では毎年 1万数千人が参
加し、ラ・プラタ市重要文化財にも指定さ
れている。

環境 畳ではなくマットを約60枚敷いて稽古を
行った。

特徴 日系の指導者が指導しており、アルゼンチ
ン代表の選手も多く輩出していることに加
えて、2020年の 8月ごろからJICA長期隊員
が派遣されることも決まっている。
ラ・プラタ市はブエノスアイレス市から50km
程離れているが、COAの活動にも参加する
ほど熱心な指導者が在籍する。

指導内容 投技の移動打ち込み、立技における相四つ
およびケンカ四つの組み手について技術指
導した後、乱取を行なった。

表 ９　�Escuela Municipal de Judo JIGORO KANO
（チャカブコ市）について

指導回数 1回

指導人数 約40人

概要 チャカブコ市はブエノスアイレス州から西
に200km に位置し、周辺のクラブチームに
声をかけ、活動を行った。

環境 市の体育館にマットを約50枚敷いて稽古を
行った。

特徴 長年、日系の指導者が指導しており、年齢
層が幅広く在籍している。

指導内容【子どもに対して】
寝技の頭タッチゲームについて技術指導し、
その後に立技と寝技の乱取を行った。
【大人に対して】
投技のかかり練習（打ち込み）の崩し・作
り（体さばき）について技術指導し、その
後に立技の乱取を行った。

図 7　ラ・プラタ日本人会での技術指導の様子

図 8　チャカブコ市の集合写真
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表10　�Escuela Federal de Policia Comisario 
General Juan Angel PIRKER（警察学校）に
ついて

指導回数 1回

指導人数 約780人

概要 1906年に設立したアルゼンチン連邦警察の
幹部養成学校（ ３年制）であり、その 2年
生と 3年生である780人を一斉に指導した。

環境 芝生にマットが敷かれ、20名ほどが柔道衣
を着て柔道を行なった。その他はマットの
周りの芝生の上でジャージを着て柔道を
行った。

特徴 柔道の競技力向上を目的に柔道を行ってい
るのではなく、警察官としての逮捕術の一
環として柔道を学んでいる。

指導内容 特徴を踏まえた上で、柔道の理合を表す
「形」1）における投の形の背負投・浮腰・払
腰について技術指導した。柔道衣を着なく
ても相手を投げることができる技で、実際
に相手が攻撃してきた際の後の先としても
用いることができる技である。
また、得意技を披露し、柔道衣を着ている
学生らと立技の乱取を行った。

表１１　Escuela Naval Militar（海軍学校）について

指導回数 1回

指導人数 約35人

概要 1872年に設立した海軍の幹部（将校）の養
成学校であり、 5年制で大学に相当する。

環境 アルゼンチンにおける柔道は先述した通り、
海軍が導入したことから始まりであり、海
軍は現在も日本との友好関係は継続してい
る。

特徴 広間にマットを約50枚敷いて柔道を行なっ
た。

指導内容 海軍学校では授業の一環として柔道を行っ
たため、初心者がいたことなどから、打込
の崩し・作り（体さばき）と膝車について
段階的な指導を行った。
得意技の披露を行った後に白帯の選手は寝
技の乱取、それ以外の選手は立技の乱取を
行った。

図 9　警察学校での技術指導様子

図10　海軍学校での技術指導の様子
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で挑んでくるアルゼンチンの人たちを指導した
技術で投げたり抑えたりすると、拍手や歓声が
上がり大いに盛り上がった。

6 ．おわりに

　本稿では、3回目となる2019年度の JICAボ
ランティアについて報告した。本活動の指導回
数や指導人数、稽古先の数は過去最多となり、
JICAボランティア並びに、要請の目的は概ね
達成できたと思われる。また、本活動は大学の
国際協力分野における人材育成も目的の一つと
なっており、実際に国際協力の現場に立つこと
で、活動先の課題を発見することや現地の方々
とコミュニケーションを図ることなど大きな経
験を積むことができた。その他にも、アルゼン
チンの方々からの大きな歓迎や柔道を学び楽し
む姿などから、たくさんのことを学ぶことがで
きた。本活動の経験を活かし、柔道修行の目的
である己の完成と世の補益を目指し、柔道を継
続していきたい。
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